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1. はじめに 
関東地方をはじめとする都市部において異

常気象や集中豪雨などが発生している．顕著に

増加している異常気象の要因として，地球温暖

化やヒートアイランド現象によるものだと考

えられている．2015年7月7日に打ち上げられ

た新世代静止気象衛星ひまわり8号は，従来機

と比較し観測波長帯数の増加と観測頻度の向

上が図られている．特に観測頻度については，

10分間に4回の観測を行っており，従来の気象

業務のみならず，様々な分野での利用が期待さ

れている． 
ヒートアイランド現象は，郊外に比べ都市部

の気温が高くなる現象と定義されている1)．ヒ

ートアイランド現象に関する調査・研究は，

Landsat/TMやTEERA/MODIS，ASTERとい

った極軌道衛星が多く利用されているが，観測

頻度が限られており詳細な日変化の変動を知

るためには情報が不十分である．そこで本研究

では，観測頻度が向上したひまわり8号の熱赤

外データから都市の熱環境を調査した． 
 
2. 使用したデータ 
 本研究では，都市の熱環境を把握するために

東京周辺で24時間ほぼ雲に覆われていない日

を調査し，2015年5月2日に観測したデータを

用いて日変化の調査を行った．なお，対象地域

は，経緯度座標系に幾何補正したひまわり8号
AHIバンド14の画像から，東京を中心とする

100km×100kmの領域とした．地表面温度を

算出するには，衛星が取得した観測値（DN値）

を温度情報を示す輝度温度に変換する必要が

ある．地表面温度に変換するため気象庁から変

換式および変換係数が提供されている． 
 
3. 地表面温度の分布パターン 
まず，東京都心を中心とした地表面温度の分

布状況を把握するために，地域傾向面分析

(Trend Surface Analysis)により解析を行っ

た2)．地域傾向面分析を行うことで地表面の温

度情報を規則的な変動・分布パターンとして近

似し，その特徴を視覚化することが可能である．

本研究では3次多項式による近似により解析を

行った．使用した式を以下に示す．また，解析

結果の一例として2015年5月2日12時00分の地

域傾向面分析結果を図1に示す． 
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4. 分布領域の推定 
地域傾向面分析により得られた都市の温度

の分布パターンを元に，その規模を調査した． 
1日の日変化の中で最低気温を基準値として，

1時間ごとの増分温度の分布パターンの規模を、

観測輝度温度の合計とみなし算出した．その結

果を図２に示す．2015年5月2日の地表面温度

の日変化と比較すると，各日変化での結果を青

線，輝度温度増加分の総和を赤線で示す． 
その結果，輝度温度の増加分総和量も同様な

変動であることが確認できる． 
 
5. まとめ 
本研究では観測頻度が向上したひまわり8号

の熱赤外データを用いて雲の無い日を選定し，

都市の熱環境を調査した．地域傾向面分析を行

うことで地表面温度の分布の日変化を捉える

ことができ，従来の衛星に比べ，時間分解能が

向上しているため日変化の変動を捉えること

ができた．季節変化や主要都市における解析を

進めていくことで，ヒートアイランド現象の数

値シミュレーションや気象モデルの構築，検証

等に利用できると考えられる． 
今後は，2.5分間隔の情報を使った詳細な日

変化情報が効果的な情報となり得るかを検討

する必要がある． 
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図-1 地域傾向面分析結果（左図），地域傾向面分析結果+Landsat 画像との合成(右図) 

図-2 東京中心の傾向面分析結果および輝度温度の増分総和の各日変化 
中心点での結果を青線、輝度温度増分の総和の結果を赤線で示す 
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